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「シズコズ・ドーター」一英語で語る過去
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序
　『シズコズ・ドーター』（Shizuko’s　Daughter）の著者であるキョウコ・
モリ（Kyoko　Mori・日本名一森恭子）は1957年神戸に生まれ，20歳ま
でを生まれ故郷で過ごす。しかし神戸での生活の後半は，モリにとって苦
悩に満ちた日々となった。神戸女学院中学に合格し，小学校の卒業式を目
前にしていた時，母親が突然自ら命を絶ったのだった。その後間もなく父
親は再婚し，多感な時期を愛情のかけらもない父親と継母の下で過ごす。
そこから逃げ出すようにアメリカの大学へ編入したモリは，英文学と創作
を学びPh．　D．を取得し，現在はウィスコンシン州（Wisconsin）のセン
ト・ノーパート大学（Saint　Norbert　College）で准教授として教鞭を執っ
ている。大学での仕事の傍ら詩や短編小説を発表してきたが，長編小説と
してはrシズコズ・ドーター』が初めての作品となった。そして出版され
た1993年，ニューヨークタイムズ紙（The　New　York　Times）の年間
ベストブックに選ぼれている。
　この小説の第一の特徴として，日本語ではなく英語で書かれていること
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が挙げられる。また日本で1995年に出版された翻訳版に関しても，モリ
は自ら騨するrとを拒否し謀語で書くことにごだ籾綿せた・アメ
リカの大学で創作を学び，国籍も既に日本にはないモリの表現手段が，日
本語ではなく英語であるということは当然かもしれない。しかしモリの英
語で書くことへのこだわりは，単なる便宜上の問題ではなく，自らの生い
立ちや言語観を踏まえたものである。この論考においては，まずモリの二
つの言語に対する思いを，自伝であるr水の夢』（Tlle　Dream　Of　Water）
や，イソタビュー記事を通して探ってみる。
　次の特徴に，自伝的な作品であるこの小説の主人公が，モリと同様12
歳で母親を自殺によって失い，深い心の傷が癒されぬまま葛藤を繰り返
し，やがて立ち直ってゆく成長物語である，ということが挙げられる。主
人公の心の成長は，神戸を舞台に四季折々の花々と共に描かれ，彩りを添
えられている。モリの自然に対する眼差しは日本人独特のものであり，主
人公ユキの心の成長と季節の移ろいが巧妙に重なり合っている。そのよう
な美しい情景と関わりながら，「シズコの娘」であるユキが，どのように
複雑な家族関係とそこから生じたトラウマから解放されてゆくのかを，特
にユキの心の解放が決定的となる，第12章を通して考察してみたい。
1
　「『何語の文学』がr何国の人』の独占所有物」ではなくなり，「『人種』
とか『民族』から，人間の表現が解放されてしまった」と，アメリカ人で
ありながら日本で，しかも日本語で小説を綴るリービ・英雄（Levy　Iall
Hideo）は述べている（1）。確かに，文明が進み各国への移動が容易くなっ
ただけではなく，複雑な政治事情が絡んで，「書く」という行為が母国語
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のみで行なわれる時代ではなくなった。例えぽフランス文学は，単に「フ
ランス人」の書くものを指すのではなく，「フラソス語」で書かれたもの
すべてを総括して指す傾向が強い。また有名なところでは，ウラジーミ
ル・ナボコフ（Vladimir　Nabokov）のように，ロシア語で書かれたもの，
英語で書かれたもの，英語版とロシア語版とで異なるもの，がそれぞれ存
在し，「何文学」に分類するのが困難な作家もいる。しかし言語的にも地
理的にも孤立しがちな日本における日本文学とは，「日本人」によって書
かれたものを指す向きはまだまだ強く，今回『シズコズ・ドーター』が翻
訳された際も，「逆輸入の新しい日本文学の誕生」と騒がれたのも無理は
ない。モリは既にアメリカの国籍を持ち，「英語を通じてしか文学につい
て考えることができない」②と述べ，実際英語でしか執筆活動を行ってい
ないことを考えれぽ，アメリカ文学に分類された方が良いように思われ
る。しかし，日系アメリカ人としてアメリカに生まれ育ったのではなく，
20歳までを日本で過ごし，両親とも日本人という，「純粋な」日本人とし
て我々が捉えてしまうところに，モリの作品を「日本文学」と呼ぶ所以が
あるのであろう。どちらに「属す」かはここで論じるつもりはないが，モ
リが書く手段として日本語を選ぽなかった理由は，この作家を知る．ヒで重
要なポイソトとなっている。
　既に述べたように，rシズコズ・ドーター』は自伝色の非常に濃い作品
である。モリは「自伝的とは意識しなかった」「最初の小説なので，よく
知っていることを題材にしたまで」と述べているが（3），実際は強い意識が
あったのではないかと思われる。それまでThe　Kenyon　Reviewなどの雑
誌に発表してきた短編小説をまとめ，書き足して出来上がったこの作品は
1993年に出版され，初めに書かれたエピローグが発表された1982年から
実に11年もの歳月を経ている。その間，第4章と第6章を除く第7章ま
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での前半部分が1980年代に，終章を除く後半部分が1990年代に入り一
気に書かれている。比較的時間をかけて書かれていった前半に対し，後半
の進みは速い。この過渡期にあるのが1990年という年で，モリにとって
この年は精神的に区切りの年であったようだ。
　1990年の5月下旬から7月上旬まで，モリは研究休暇のため日本に滞在
した。父ヒロシと継母ミチコから逃れるがごとく去った日本への，13年
ぶりの初めての帰国となった。しかしモリはこの滞在を「帰国」ではなく
単なる「旅」としている。自伝である『水の夢』には次のように書かれて
いる。
　Iam　taking　a　trip　to　Japan　for　the　first　time　in　thirteen
years．　“A　trip”is　how　I　think　of　it，　not“going　back”or“re－
turning，”which　would　imply　that　my　destination　is　a　home，　a
familiar　place（4）．
日本へと立つ前は，父親の住む，憎悪の詰まった祖国を，祖国としてでは
なく単なる旅の目的地として捉えていることがよくわかる。あくまでも部
外者としての視点から，日本を見ている。しかし成田に着き，緑の水田を
眺めた途端，一体“home”とは何なのかと自問し始める。「緑」を見た瞬
間，中西部に広がる小麦畑や玉蜀黍畑を思ったのであろうか，突然自分が
今いる場所，すなわち日本に属していないということを再確認させられ
る。「青いアメリカのパスポート」（5）を持ち，生まれ育った国にいざ来てみ
ると，自分にとっての“home”とはどこなのか，7週間後には今住む場所
であるウィスコンシン州グリーン・ベイ（Green　Bay）を“home”と呼べ
るのか，思い悩んでしまう。浮き草のように見知らぬ土地から土地へと移
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動しているように感じるモリには，故郷を追われた“exile”としての物悲
しさが漂っている。
　しかしモリの，日本や日本人，日本語に対する拒絶感は初め非常に強
い。町を行き交う人々の服装，儀礼的態度を見ては，モリ自身やアメリカ
人との違いを感じ断絶感を覚える。また日本語に関しても，その曖昧さ，
特に感情を表に出さない言語的特質を非常に嫌い，相手の言葉をどう受け
取るぺきなのかに戸惑う。と同時に，日本語で自分自身をどう表現すべき
なのかがわからず，感情をベールに包み込んで語るよりは沈黙を選ぶ。モ
リは日本語について次のように記している。
　Because　my　thoughts　involve　too　much　feeling　or　intuition，
not　step－by－step　logic，　it’s　almost　impossible　to　express　them
in　Japanese，　a　language　that　encourages，　even　prizes，　vagueness
in　referring　to　feelings．　In　Japanese，　one　discusses　only　what
is　logical　and　leaves　the　feelings　unsaid，　subtly，　ambiguously
implied（6）．
外山滋比古は，ヨーロッパの言語と日本語を比べ，日本語は「線的に流れ
ない」言語であると指摘し，「ことぽことぽ，フレーズとフレーズ，セン
テンスとセンテソスというような単位間に介在する空間，空白というもの
が，ヨーロッパのことぽに比べてときにきわめて大きい」と述べている。
最もその空白が大きいのが俳句であり，「ああいう小さな形式で，しかも
複雑で豊かな含蓄，意味をもちうる」特質が，ヨーロッパの言語に訳され
た時消えてしまうことを例に挙げている（7）。この「含蓄」こそが日本語を
豊潤なことぽにしている特長であるのだが，逆から見れぽ，それが曖昧さ
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を生み出し，真の理解のし難さが生成されてしまう。特に個人的感情につ
いては，語らないことが重んじられ，聞き手や読み手の推察に頼る場合が
多い。これがモリを日本語から遠ざける最たるもので，「感情をあいまい
にしておく言語」を使い，「悲しい時とか嫌なことがあってもストレート
に表現しない」（8）ことを拒絶しているのである。
　この頑なまでの拒絶は，モリがアメリカへ渡り，生活手段として英語を
用い始める以前に，その芽が生じていたようだ。「日本に住み，毎日日本
語を話していた時でさえ，感情や直観に頼ることなく思考することはなか
った」（9）と記しているように，13年前日本を立つ以前でさえも，日本語に
対する現在と同じような気持ちを抱いていたのである。モリがこのような
感情を持ったのには，彼女の人生を大きく変えた母親の自殺以来，アメリ
カへと去るまで続いた父親や継母との軋礫に大きく関わっている。それが
我々にわかるのは，1990年夏の日本滞在記であり自伝でもあるr水の夢』
も終わりに近づいた頃である。モリはこの滞在期間，母親の死後父親に固
く交際を禁じられてきた母方の親類を始め，父方の叔母や従妹，8年にも
渡り共に学んできた神戸女学院時代の友人達と再会を果たしている。その
際モリは，日本的儀礼が，内面を偽るための表面的な態度にすぎないので
はなく，相手を重んじ思いやる，真の礼儀正しさの場合もあるのだと次第
に気づいてゆく。モリにとって，大人として大人と交わした関係は，アメ
リカにおいてしか存在し得なかった。その上，普通の子供であれぽ最も身
近な大人である両親との会話が，母親の死後途絶えてしまったモリにとっ
て，「大人」というのはほとんど口をきかぬ父親と継母であり，愛情のた
めではなく世間体のために自分を育てている，そういう人間であった。母
親を亡くした娘に対し，優しい言葉をかけるどころか，事ある度に暴力を
ふるう父親は，妻の自殺によって自分の高い社会的地位が揺さぶられるの
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をまず恐れる。継母は継母で，モリの母親を「娘の躾がなっていない」と
批判し続ける反面，世間の目を異常なほどに気にするだけで，モリと精神
的なつながりを持とうとはしない。そのような大人としか過ごせなかった
思春期の間，モリは父親に殴られぬよう，継母と表面的にもうまくやれる
よう，偽善的態度をとるしかなかった。自分自身の偽善も，父親と継母の
偽善も，すべて日本独特の曖昧な態度と曖昧な言語を通してのものであ
り，モリの日本的態度や日本語に対する拒絶の態度が，構築されていった
のだった。
　そのような憎しみに近い感情も，1990年の夏を境に形を変えた。父親
や継母を許したわけではないし，「英語で表現する」という信念には変わ
りはないが，母親の死によって捨てなければならなくなった日本という葱
き物が，ふと落ちる瞬間を迎えるのである。それは自伝の題名をr水の
夢』とつけたところによく表われている。モリはアメリカで子供の頃の神
戸の夢をよく見た。その夢は，かつて住んでいた家で目覚めると，家の周
囲が海になっているというものであった。しかし1990年の夏，過去を辿
ってかつて住んでいた町を訪れると，住んでいた家はなくなり，海であっ
た場所が埋め立てられ，陸地になっていることを知る。夢とは全く逆であ
るが，夢の中で，家の周囲が海になっているのを見ても全く驚かず，「海
が動いてきたんだわ」「泳ぐかボートに乗るかして学校に行かなくちゃ」Cte）
と思うように，埋め立てられた海を見ても「陸が海の中に移動しただ
け」（11）と，モリは冷静な目で眺める。子供の頃の情景そのものが埋め立て
られてしまうことで，自らの過去も“the　larger　landscape　of　possibili－
ties”（12）の中に埋められ，「可能性」の詰まった未来をそこに見た。この
思いがr水の夢』という題名に込められ，1990年夏を境に，初めての小
説rシズコズ・ドーター』も完成により速く近づくことになったのであ
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る。
　モリの日本語に対する思いは，単に言語的特質から来るものではない。
もちろん日本語の曖昧さが彼女自身の表現方法に合わないことは事実であ
るが，そこには家族との葛藤から生じた人間不信が大きく関わっている。
日本での13年ぶりの滞在により，過去の呪縛から解かれ，今度は小説の
主人公・ユキの解放へ，筆を進めることになった。
H
　『シズコズ・ドーター』は，主人公ユキの母シズコの夢めシーンから始
まる。シズコが生まれ育った村での棟上げ式の場面で，紅白の餅が空から
鮮やかに降ってくる。シズゴ自身は子供であるのに，周りの子供達はすぺ
てユキの友人である。「ユキはどこなの」｛IB）と問いかけるシズコであるが
引き続き冷静にこう言う。“She　is　not　here　because　I　am．　She　can’t
come　until　I　am　gone．”（p．1）次の瞬間，場面は公園に変わり，桜吹雪
の中はしゃぐユキを，シズコが見守っている。紅白の餅が頭上から落ちて
くるように，桜吹雪はひらひらと降りそそぐ。走り回るユキに転ぽぬよう
注意したいが，シズコの声は出ない。ユキは走り続ける。
　第一章初めのこのシーンは，紅白の餅と桜が重なって，非常に美しい色
を醸し出している。作品全体を通じて木々や花々に彩られているところが
この小説の特色であるが，第一章からその傾向は明らかに出ている。モリ
は小説の中に散りぽめられた色彩について，「美意識に関しては，母の目
を通じて，花や自然などに開眼させられた。どこを歩いていても，色彩に
目が向いてしまう」（14）と語っている。小説の随所に見られる花の色や季節
の移ろいは，英語で書かれていることを忘れるほど極めて日本的で，モリ
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が好きな作家の一人として挙げている（15）川端康成の自然描写を彷彿とさ
せる。ユキの母親との想い出の中に，「もみじの天ぷら」があるが，この
不思議な食べ物の味は，「おいしい山の空気」のようであり「南風」（p．
113）のようでもある。ユキは自然の中の色や香りに敏感で，松の葉を拾
っている時にも母を思い浮かべる。“Their　smell　reminded　her　of　the
delicious　mountain　air　she　and　her　mother　had　eaten．”（p．115）と
書かれているように，山で母と食べたもみじの天ぷらが松の葉の香りによ
って呼び起こされるユキの姿は，母親から美意識を自然に習得したモリ自
身の姿と重なり合う。
　このようにユキは母親シズコから，精神的豊かさを学んでゆく。ユキに
とってのシズコは母親であると同時に良き師でもあり，絶対的な味方であ
る。にもかかわらずシズコが自ら死を選ぶのは，小説の冒頭のシーンにあ
るように，「私がいるからユキがいない。私が消えるまでユキは来られな
い」という気持ちからであり，昭和の歴史に翻弄され続けてきた「私」の
暗い存在を消さねぽユキも駄目になる，という絶望感に駆り立てられた結
果であった。シズコは昭和初期に生まれ，戦争を体験，その際兄を亡くし
ている。戦後の農地改革で大地主であった実家は没落し，家族のために神
戸に働きに出る。そこで出会ったのが夫ヒデキで，二人は大恋愛の末結婚
する。しかしその頃日本は高度成長期を迎え，ヒデキは仕事に没頭する上
愛人まで作り，家からの距離はどんどん離れていった。そのような時代の
流れに巻き込まれたシズコは，実家や夫に対し払ってきた自己犠牲を思い
返すうちに，「私」とは何なのか，「私」自身の人生とは何なのか，という
空しさに捕えられてしまったに違いない。シズコという母親のような空虚
な人生を娘には繰り返して欲しくない，その思いが冒頭のシズコの言葉に
込められているのである。
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　ユキの強さを信じこの世を去ったシズコであったが，並々ならぬ精神的
つながりを持った母親を失ったことは，ユキに何よりも孤独感を与えてし
まった。シズコの自殺の本当の理由は，ユキにとっては不明であったが，
母の死後5ケ月で，父の言う「ユキとお友達になりたい，かわいい女性」
（p．20）を，継母になる人物として紹介され，幼いながらもシズコの自殺
の理由を知る。シズコと異なり，内面の豊かさに欠ける継母と，ユキに対
して相変わらず無関心な父親との狭間で，救いようのない怒りと悲しみと
苦しみにユキは揺れ続ける。ヒステリックな継母は大人気ないほどユキを
いじめ，ユキを育てたシズコの躾に常に腹を立て批判する。ユキはこのよ
うな継母はもちろんのこと，父親とも口をきかぬようになり，家にいるこ
と自体が苦痛になるのであった。シズコを忘れようとはしないユキと，自
分もシズコを死に追いやった一人であることを忘れ，暗く苦悩に浸った
「死んだ女」（p．96）を軽蔑する継母との間には，決して理解など存在しな
い。ユキを救えるのは，モリが家を飛び出しアメリカへ行ったように，家
から離れること以外方法はなかった。
　ユキに希望の兆しが見えてくるのは，高校の卒業を迎え，長崎の大学に
美術を学びに行くことが決まってからである。シズコを通して身につけた
芸術的素養を生かせる，美術をユキは選んだ。ユキの長い間のわだかまり
が消える場面は第12章「グラジオラス」（Gladioli）にある。シズコの落
とした影を消そうと思い出の品をどんどん捨ててゆく継母に反発し続けた
ユキが，長崎へ旅立つ荷作りをする際，母の遺品の整理をする。その時ふ
と，以前クラスメートの前で語ろうとはしたが何も言えなくなった，モネ
（Claude　Monet）の「グラジオラス」（Glai’euls）という絵について思いを
馳せる。この絵は，モネの同じ花の絵の中でも，一連の「睡蓮」（Les
Nymph6as）の絵のように一般的に非常によく知られているものではな
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い。なぜモリがこの絵をこの場面に用いたのか。それは絵を見ると次第に
明らかになってくるq6）。モネらしい点描で描かれているのは，青やピソ
クや赤の花々の間で，一際目立ったグラジオラスの花である。手入れの行
き届いた庭をモネの目はカメラのようにとらえ，グラジオラスの花に焦点
を当てて描いている。しかしユキがこの絵を好きな理由は，グラジオラス
の花のためではなく，絵の左上に描かれた，日傘をさす女性のためなので
ある。ユキはクラスメートの前で，この女性の持つ傘について話し始めよ
うとする。が，意に反し，一体なぜ自分が，周りにある花や，筆の運びで
はなく傘を持つ女性に注目したのかを考え始め，何も言えなくなるのであ
る。ユキ自身は，おそらくその理由に気づいている。この女性は，32歳
で亡くなったモネの最初の妻カミーユ（Camille）で，緑の傘を持ち，青い
ドレスを着ている。緑と青はシズコが最も好きな色であり，シズコの父親
が，“Shizuko’s　colors”（P．181）と呼ぶほど生前よく身につけてい’たもの
である。グラジオラスに焦点が合い，光と色に埋もれたカミーユの姿は最
され顔つきもはっきりしない。早世したカミーユとシズコの姿をユキが重
ね合わせていたのは明らかで，この絵について語ることは，母を語ること
になり，たった3分間では何も語れないと気づいたのであろう。母の実家
と同じような庭で花に囲まれ，母の好きな色を身につけたカミーユとシズ
コは，とても似ていたに違いない。しかし皮肉なことに，二人の共通点は
それぼかりではない。二人の夫には，それぞれ愛人がいた。ただ，モネに
はカミーユに対し強い愛情があり，カミーユの死後も絵の中でその姿を追
い続けている。そこがシズコとカミーユとの違いであり，同時に母の姿を
自らが絵の中に追い求め，残そうとするユキと，モネとの共通点なのであ
る。この絵について語れなかったことを思い出すことで，ユキの気持ちは
急に軽くなる。母親の遺品や，ユキの子供の頃の品々は，すべて長崎に運
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ばないと，継母が捨ててしまうことは明らかであった。しかし，絵を語り
切れないのと同様，母親を残された品々だけで語ることは出来ない（Her
mother　couldn，t　be　summed　up　in　a　list　any　more　than　Monet’s
painting　could　be　described　in　a　three－minute　speech．〔p．155〕）こ
とに気づき，ユキは母との想い出を胸とスケッチブックの中にしまってお
けば良いのだと理解するのである。
　The　rice　paddies　would　already　be　flooded．　They　would　be
squares　of　warm　muddy　brown－blank　spaces　waiting　to　be
filled　with　green　seedlings　in　another　month．
My　mother　and　I，　Yuki　thought，　we　are　moving　on．　We
leave　behind　nothing　but　empty　spaces－empty　spaces　turnlng
green　as　we　move　away　from　here．　（p．156）
田植えを待つ水田がやがて緑に変わるように，二人も，やがて緑に変わる
希望の空間を残して去ってゆく。ユキの内面のごとく，暗い色合いはこの
章を境に消え，エピローグまで，春から夏の，光輝やく，色とりどりの花
に彩られた明るい色調のものへと変わってゆく。
　この小説の題名がrシズコズ・ドーター』であるのは，「シズコの娘」
としてしか生きられなかったユキが，一人の女性ユキとして歩き始める過
程を描いているからである。見えない母を追い求め，慕い続けるだけでは
なく，ユキは一人の女性として自立し，不幸な愛ぼかりではないことに気
づいて初めて愛を受け入れ，心の成長を遂げてゆく。「グラジオラス」の
章以後は，一気にユキの花が開いてゆくのである。エピローグで，7年か
かって地上に出て来るセミが羽化し，空高く飛んでゆく場面がある。この
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章の設定は1976年で，ユキは大学2年生になっている。1969年の母の死
から7年。セミの幼虫が土にいる長さと同じだけかかって，ユキも母親の
死を克服した。冒頭のシーンの“She　can’t　come　until　I　am　gone．”（p．
1）というシズコの言葉は，「シズコの娘」ではなく「ユキ」としての新た
な誕生と出発を予期したものなのである。
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　　　　　　　　　　　　　Summary
　　Shizuko’s　1）aughter－The　Past　Retold　in　English
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chiyuki　Masubuchi
Kyoko　Mori，　who　was　born　in　1957　and　was　brought　up　in　Japan，　decided
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to　write　an　autobiographic　novel，　S乃ゴ2罐o’3　Daughteプ，　not　in　her　native　lan－
guage　Japanese　but曇n　English　which　has　been　used　since　she　gave　up　liv－
ing　in　Japan　with　her　loveless　father　and　stepmother．　She　learned　in　Ko－
be　Jogakuin　bdfore　she　left　her　home　country　but　she　transferred　to　a　uni－
versity　in　the　United　States　and　began　to　study　English　Literature　and
Writing．　She　has　obtained　the　Ph．　D．　and　now　she　teaches　as　an　associate
professor　of　English　and　Creative　Writing　at　St．　Norbert　College　in　De　Pere，
Wisconsin．　She　got　married　with　an　American　so　she　is　nQ　more　a　Japa－
nese　but　a　Iegal　American　citizen．
　　It　takes　a　little　time　for　us　Japanese　to　understand　the　reason　why　Mori
chose　English　to　write　her　first　novel　of　which　the　setting　is　in皿odem　Ja・
pan；however，　for　Mori，　Japanese　language　has　so　much　problems．0且e，
which　can　be　imagined且rst　of　a11，　is　its　ambiguity．　Mori　dislikes　the　equiv一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ocation　that　is　often　used　when　Japanese　people　talk．　That　equlvocatlon　ls
caused　not　only　by　the　Japanese　Ianguage　structure　but　also　by　the　Japa一
血ese　traditional　politeness．　Mori　was　not　able　to　understand　the　real　sense
of　that　pQliteness　until　her丘rst　coming　back　to　Japan　in　1990，　because　that
kind　of　politeness　had　always　been　connected　to　her　father’s　and　her　step・
mother’s　hypocrisy．　Choosing　English　tQ　write　is　strongly　concerned　with
her　connict　in　her　fa皿ily．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　In　the且rst　chapter　of　this　paper，　I　will　give　consideration　to　her　problem
of　Japanese　Ianguage　by　reading　her　biography　The　」Drea〃z　oア　Water　and
some　interviews　from　newspapers．
　　In　the　second　chapter，　I　will　examine　the　novel　itself，　especially　the　12th
chapter　in　which　the　main　character　Yuki五nally　gets　over　her　mother’s
suicide．　It　is　much　cQncerned　with　Monet’s　picture．
　　Shizuko’5　Da　ugter　is　Yuki’s　initiation　story．　Mori　wrote　Yuki’s　mental
anguish　with　the　beautiful　descriptions　of　Japanese　seasonal　changes，　Yuki’s
anguish　is　also　Mori’s　anguish　which　has　not　been　completely　erased　since
her　own　mother’s　suicide．
（平成四年度学習院大学大学院人文科学研究科イギリス文学専攻
博士前期課程修了　淑徳大学非常勤講師）
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